
２ 土 土曜参観、教育講演会
１２月になりました。クリスマスにお正月、子ど ２校時に参観、10:30～講演会 PTAの活動

も達にとっても楽しいイベントが待っています。 ４ 月 振替休日 本部役員会・役員決め

日本では、旧暦１２月を師走（しわす）または極 ５ 火 全校朝会 ２日(土)
月（ごくげつ、ごくづき）、苦寒（くかん）、春待月 6 水 委員会
（はるまちつき）などと呼び、現在においては、師 ７ 木 交通安全指導・なかま集会 交通安全指導
走が１２月の別名として広く知られています。 ８ 金 マラソン大会 1日(金）、15日(金）
師走と春待月は対照的に感じますが、「春待月」 13 水 ありがとう集会

のほうが、なんかゆったりと時間が流れ、うっとり 諸費用引き落とし 校外指導部会
としているように感じます。春待月が似合う生活を 20 水 給食終了 ８日(金）19:30
送れるように心がけたいものです。 21 木 部団会、大掃除

22 金 終業式、交通安全指導 役員会
6年生修学旅行 13日･14日 23 土 冬期休業開始、天皇誕生日 ５日(火）9:00
被爆体験を聞く

〈１月の主な行事予定〉
奈良県では、ほとんどの小学校の 9日 始業式 11日 給食開始

修学旅行の行き先が広島です。それ 12日 アイマスク体験(3年)、委員会
は目的のひとつに平和学習を深める 15日 クラブ(3年見学) 17日 郡小研のため 13:20下校
ことがあるからです。しかし、すで 23日 F活動L 24日 研修会のため 13:20下校
に戦後７２年を経過した今日、自身 26日 芸術鑑賞会 31日 委員会
の被爆体験を語ることができる方は
年々少なくなり、たいへん貴重な機
会となっています。
被爆体験を語っていただいた豊永恵三郎さんは、 交通安全協会より今年度の表

当時９歳で残留放射能による二次被爆を受けられま 彰がありました。永年において
した。自身は、原爆投下時、運よく病院に向かう途 交通安全教育の推進及び見守り
中で直撃は避けられたものの母親と弟が被害に会わ 隊をはじめ、登校時の保護者に
れます。家族の安否を尋ねて市内に戻り、２日間に よる交通安全指導等の活動が認められたものです。
渡って捜索を続けた時の原爆投下直後の広島の様子 ここ数年間、児童による大きな交通
や母親の火傷、再会後の生活、後年になっての癌の 事故の報告もなく、安全に過ごせてい
発症等、当時の記憶をたどりながら詳しい話を聞く ることを嬉しく思うとともに、皆様方
ことができました。結びに、未来を生きる子ども達 の御尽力に感謝するものです。
に平和のバトンを託されていました。

家族の皆様そろってお越しください。参観は２時間目
今年度も体育委員会の主催で です。その後のＰＴＡ教育講演会への参加もよろしくお

休み時間を利用して、ドッジボ 願いします。多目的室で行います。講師は、
ールとフリスビードッジの大会 女性ライフサークル研究所フェリアン
が開催されました。 津村 薫さん です。
どのチームも優勝を目指しての熱戦が繰り広げら 演題 「子どもの心に届くコミュニケーションのヒント」

れ、応援にも熱がこもっていました。勝ち負けだけ 親自身が子育てを楽しみながら、心豊かに育てること
ではなく、みんなの笑顔と盛り上がりが印象に残っ のヒントがきっと見つかると思います。
た大会となりました。

～ちょっと ひとコマ～ がんば
れ !

登校時にエントランスでクラスごとに朝の挨拶をす
る日を設定しました。あいさつ運動は、強制ではない
ものの、たくさんの子ども達が参加してくれています。
登校してくる子ども達に向かって、自分

から進んで「おはようございます。」の声か
けをしています。ただむやみに声を出すの
ではなく相手を意識して、目を見て挨拶で
きる子が増えてきました。朝から元気な子
どもたちの挨拶が響く気持ちのよいひと時
です。

１２月の主な行事

かけ足会の初日、終わる頃の時間になって運動場の
隅っこで、しゃがみこんでいる１年生の子がいました。
気になったので隣に座って、理由を聞きました。
その子は、怒りながら「ぜんぜん暖かくならない。

先生が走ったら暖かくなるって言ったのに」と訴え、
これまでかけ足会の経験が全くなかったことを話して
くれました。自身のくじけそうな気持ちに負けず、明
日もかけ足会にがんばって参加する姿を見たいもので
す。このような日々の積み重ねを経て、少しずつ成長
していく子ども達に出会えることがとても楽しみです。

今月の生活・保健目標

○あとしまつをていねいにしよう。

○寒さに負けない身体をつくろう。響学校だより
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